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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、L-アルギニンから一酸化窒素を合成する一酸化窒素合成酵素ファミリーに属します。一酸化窒素は反応性フリーラジカルであり、神経伝達、抗菌作用、抗腫瘍作用など、様々なプロセスにおいて生物学的メディエーターとして作用します。脳および末梢神経系において、一酸化窒素は神経伝達物質として多くの特性を示し、脳卒中や神経変性疾患に伴う神経毒性、蠕動運動を含む平滑筋の神経調節、そして陰茎勃起に関与していることが示唆されています。このタンパク質は普遍的に発現しており、特に骨格筋で高い発現レベルを示します。この遺伝子には、5' UTRが異なる複数の転写バリアントが報告されていますが、これらの転写産物の全長は不明です。さらに、この遺伝子には、異なるアイソフォーム（一部は精巣特異的）をコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	NOS1マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	NOS1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

